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（中間評価2年目） 

テーマ名および概要 提案者名 評価 中間評価コメント 

テーマ 

衛星SAR等リモートセンシング技術を用いた堤

防・河道の状態推定や河道の流下能力評価に

関する技術研究開発 

日本工営 

株式会社  

陰山  建太郎 

a ・コメントなし 

概要 

中小河川管理においては、人員不足や財政的

な課題があり、定期的な河道横断測量や点検・

調査が不十分な状況にある。近年の災害激甚

化に備えるためには、“簡易かつ省コスト” 

であることを念頭に、安価な衛星データから河道

地形の解析モデルを作成し、堆積土砂の掘削

や、樹木伐採などの維持工事の実施判断とし

て、流下能力を適時把握することが望まれる。

そこで、本研究では、広域を定期的に観測する

衛星を利用した堤防・河道の状況把握と流下能

力評価を一連で実施できるシステムの構築を目

指す。 

テーマ 
AIによる堤防変状箇所の効率的な抽出に関す

る技術研究開発 

アジア航測 

株式会社 

中村  明彦 

a ・コメントなし 

概要 

航空レーザ測量（以下、LP）、航空レーザ測深

（以下、ALB ）、車載型レーザ測量（以下、

MMS）、ＵＡＶによるレーザ測量（以下、UAV）、

CALSOK など様々なプラットフォームで取得され

た河川堤防周辺の３次元地形データを解析し、

ＡＩによる機械学習の技術を用いて、主に国土交

通省が管理する大河川における堤防の変状･損

傷箇所の抽出やその程度を評価する技術を開

発する。この技術を開発し堤防点検の1 次スクリ

ーニング等に利用することで、作業の省力化や

変状判定の定量化が期待できるほか、災害対

応における初動点検などにも有効と考えられ

る。 

（氏名五十音順，敬称略） 

評価の凡例 

a：研究が順調に実施されており、引き続き研究を推進する。    

b：コメントに留意の上、引き続き研究を推進する。（コメントあり） 

c：現在までの進捗状況に鑑み、研究目的の達成が困難であるため、研究を終了する。（コメントあり） 


